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令和6年度　学校関係者評価結果
旭市立第二中学校

１　学校教育目標

夢を抱き、主体的に逞しく生きる生徒の育成

２　自己評価結果に対する学校関係者の評価・意見等

３月８日実施　学校運営協議会委員１１名のうち、学校職員２名を除く９名による評価

学校による自己評価の評価基準　： Ａ(満足できる：肯定的評価８５％以上）、　Ｂ（ほぼ満足できる：肯定的評価７０～８５％）

Ｃ（やや努力が必要である：肯定的評価５０～６９％）、Ｄ（努力が必要である：４９％以下）

学校関係者評価の評価基準　： Ａ(適切である）　Ｂ（ほぼ適切である）　Ｃ（やや不適切である）　Ｄ（不適切である）

分野・領域 評価項目
評価の指標
(%)

自己評価 考察と改善に向けた取組
学校関係者評価

自己評価の
適切さ

改善に向けた
取組の適切さ

学校運営
教育課程

お子様は、学校に行くのを楽しみにしている。 83.4

Ａ

　「学校に行くのを楽しみにしている」という項目について、保護者と職員は概ね
肯定的な回答が多い結果となりました。それに比べて、生徒の肯定的回答が
少ないことから、学校経営方針にもある「希望の登校」「満足の下校」を全生徒
が感じられるよう、日頃のコミュニケーションを重視し、生徒と生徒、生徒と教師
との信頼関係をさらに深めていく必要があります。
　学校教育目標については、「わからない」という保護者の回答が10.6%ありまし
た。学校だよりとホームページでお知らせしていますが、周知方法について再
度考えていく必要があります。
　学校行事については、保護者、生徒、職員すべての評価が90%以上となり、行
事の内容が充実していることがわかります。

A　８名
B　１名
C　０名
D　０名

A　７名
B　２名
C　０名
D　０名

学校に行くのが楽しみだ。 72.9

生徒は学校に行くのを楽しみにしている。 100

教育目標は、生徒の実態に即し、誰にでもわかりやすくなってい
る。

84.7

教育目標は、生徒の実態に即し、誰にでもわかりやすくなってい
る。

100

学校は行事を適切に設定し、有意義なものになるように工夫してい
る。

93.4

学校は行事を適切に設定し、有意義なものになるように工夫してい
る。

100

学校行事は楽しく、充実している。 93.5

学校関係者による
意見等

学習指導
家庭学習

学校は学力の向上に努めている。 79.7

Ｃ

　学習については、家庭学習と読書の習慣化、ＩＣＴの利活用についてが大きな
課題となりました。学校では、家庭学習の習慣が身に付くよう各学級で提出を
求めたり、マイスターテストに向けた取組を家庭学習で行うよう指導したりして
います。学力向上のためには、家庭で学習する習慣が欠かせません。今後も
学習内容の助言も含め、習慣化できるよう支援していきます。
　旭二中では、子どもたちに必要な読解力を身に付けるためにも、毎朝１０分間
の朝読書に取り組み、生徒の自主的、自発的な読書活動の充実を推奨してい
ます。しかし、スマートフォンやインターネットの普及に伴い、読書離れが進んで
いることがアンケートの結果からも感じられます。次年度は、読解力の向上を目
指した新たな取り組みを検討中です。また、読み聞かせボランティア（ドリーム
テラーズ）の協力により実施している朝の読み聞かせも継続して行う予定です。
　全生徒に端末が配付され、ＩＣＴを活用した学びが推奨されています。ＩＣＴの
活用については、指導方法の研修を行うなど、授業の充実につながる取組が
できるよう努めているところです。新しいものを取り入れ、効果的な学習となるよ
う継続して研修に取り組みます。
　授業での学習については、アンケートの結果から、落ち着いて取り組むことが
できている生徒が多いことがわかります。

A　７名
B　１名
C　１名
D　０名

A　６名
B　３名
C　０名
D　０名

学校は学力の向上に努めている。 95.8

学力向上を目指して、授業に意欲的に取り組んでいる。 81.5

学校は、家庭学習の習慣が身につくよう支援している。 74.3

学校は、家庭学習の習慣が身につくよう支援している。 83.3

家庭学習の習慣が身についている。 64.9

学校は、生徒の自己実現に向けた支援や進路指導を適切に行って
いる。

77.4

学校は、生徒の自己実現に向けた支援や進路指導を適切に行って
いる。

100

将来の進路を考え、その実現を目指して努力している。 64.3

お子様は落ち着いて学習に取り組んでいる。 72.2

生徒は落ち着いて学習に取り組んでいる。 89.6

落ち着いて学習に取り組んでいる。 85.7

お子様は読書の習慣が身についている。 36.7

生徒は読書の習慣が身についている。 54.2

読書の習慣が身についている。 50.6

学校はＩＣＴ機器を活用し、授業の充実に取り組んでいる。 64.1

学校はＩＣＴ機器を活用し、授業の充実に取り組んでいる。 52.1

学校生活の中で、ＩＣＴ機器を活用している。 74.3

学校関係者による
意見等

・家庭学習や読書の習慣などについて、もう少し何か考えて頂けるとありがたいです。
・読書は大きな課題だと感じる。
・読書離れはかなり深刻に感じている。マンガを読むことも減っているようなので、そこから始めてはどうか。

生徒指導
教育相談
特別支援

生徒は明るい挨拶やしっかりとした返事ができている。 80.7

Ｂ

　「学校はいじめのない学校づくりに取り組んでいる」という問いでは18.1%、「学
校は、特別な配慮や支援が必要な生徒に、適切な指導・支援を行っている」と
いう問いでは29.3%の保護者の方が「わからない」と回答していたことが、肯定的
評価が少なくなる結果につながりました。「いじめのない学校づくり」について
は、「学校いじめ防止基本方針」を定め、学校全体で取り組んでいます。ホーム
ページにも掲載していますが、さらなる周知が必要だと感じます。特別な配慮を
要する生徒への対応については、合理的配慮の申請について全校生徒に周知
し、取り組んでいるところです。学校の取組について保護者の皆様にもっと知っ
ていただけるよう、広報活動の充実に努めていきます。 A　８名

B　１名
C　０名
D　０名

A　４名
B　５名
C　０名
D　０名

生徒は明るい挨拶やしっかりとした返事ができている。 62.5

明るい挨拶やしっかりとした返事ができる。 90

学校は基本的な生活習慣の向上に努めている。 86.9

学校は基本的な生活習慣の向上に努めている。 91.7

服装や時間など、学校生活のきまりを守って生活している。 94.2

学校は生徒の相談に対し、適切に対応している。 73.9

学校は生徒の相談に対し、適切に対応している。 97.9

自分のことを理解してくれる先生や相談しやすい先生がいる。 85.2

学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。 68.5

学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。 95.8

A

　部活動に関しては、自由記述でも多くのご意見をいただきました。体力や技能
の向上だけでなく、異年齢との交流における人間関係の構築、学習意欲の向
上、自己肯定感や責任感、連帯感の育成など、部活動をとおして子どもたちが
得るものはたくさんあります。今後も部活動ガイドラインに沿って活動が進めら
れるよう全職員で再度共通理解を図ります。
　健康管理と安全管理については概ね高い評価となりました。今後も継続して
安心・安全な学校づくりに努めます。 A　８名

B　１名
C　０名
D　０名

差別なく、いじめや人の嫌がることをしないようにしている。 95.4

学校は、特別な配慮や支援が必要な生徒に、適切な指導・支援を
行っている。

65.1

学校は、特別な配慮や支援が必要な生徒に、適切な指導・支援を
行っている。

93.8

学校は登下校や学校生活の安全管理、指導に十分取り組んでい
る。

95.8

学校は登下校や学校生活の安全管理、指導に十分取り組んでい
る。

学校は、特別な配慮や支援が必要な生徒に、適切な指導・支援を
行っている。

82.8

学校関係者による
意見等

・中学生の思春期、心のバランスがとれていない時期であるが、生徒たちは概ね高評価なので安心した。
・大人である保護者や職員が常に気を配る必要はある。
・学校の取り組んでいる事をもっと周知する術を考えて、広めていただきたいです。

健康管理
安全管理
部活動

学校は生徒の健康管理、体力の向上に十分取り組んでいる。 86.1

学校は生徒の健康管理、体力の向上に十分取り組んでいる。 97.9

健康管理や体力の向上に十分取り組んでいる。 83.7

学校は登下校や学校生活の安全管理、指導に十分取り組んでい
る。

85.7

A　８名
B　１名
C　０名
D　０名

学校は、保護者に対して誠実に対応し、訪問しやすい雰囲気になっ
ている。

94

部活動の練習内容や日程、活動時間等、運営は適切に行われて
いる。

75.5

部活動の練習内容や日程、活動時間等、運営は適切に行われて
いる。

97.9

部活動の練習内容や日程、活動時間等、運営は適切に行われて
いる。

84.9

A　８名
B　１名
C　０名
D　０名

学校とＰＴＡ、地域との連携が図られている。 72

学校関係者による
意見等

保護者・地域と
の

関わり

学校は、保護者に対して誠実に対応し、訪問しやすい雰囲気になっ
ている。

92.9

Ａ

　保護者に対する対応については概ね高い評価をいただきました。今後も家庭
と学校が連携し、子どもたちの個性や悩みに対応していきます。
　地域との連携については、今年度よりコミュニティ・スクールとしての取組が始
まり、深まっていくことが期待されます。紫援隊をはじめとした地域学校協働活
動の取組を学校教育の様々な場面で活用し、地域の教育力を活かした教育の
推進を図ります。

A　９名
B　０名
C　０名
D　０名

学校とＰＴＡ、地域との連携が図られている。 97.9

学校関係者による
意見等

・職場体験を匝瑳市のように旭市主体で実施してはどうか。

100

学校は保護者の意見を参考にしながら、改善に努めている。 78.4

学校は保護者の意見を参考にしながら、改善に努めている。 100


